
混合物 GHS分類の NITE-Gmiccsへの準拠について 

 

これまで、2成分以上の混合物の GHS分類については、各成分の危険有害性が高い方の

区分を採用していましたが、今回、GHS混合物分類判定ラベル作成システム「NITE-Gmiccs」

1)に準拠するための修正を行いました。準拠対象の分類項目は、「可燃性ガス」「酸化性ガス」

「引火性液体」「急性毒性」「皮膚腐食性／刺激性」「眼に対する重篤な損傷性／眼刺激性」

「呼吸器感作性又は皮膚感作性」「生殖細胞変異原性」「発がん性」「生殖毒性」「特定標的

臓器毒性（単回ばく露）」「特定標的臓器毒性（反復ばく露）」「誤えん有害性」「水生環境有

害性 短期（急性）」「水生環境有害性 長期（慢性）」「オゾン層への有害性」です。 

 各分類項目の混合物区分判定は「NITE-Gmiccs 分類ロジック」2)を参照して頂くことと

し、以下では、分類ロジックの改良点もしくは簡易化した点について述べます。 

 

〇引火性液体 

 混合物の引火点と初留点（沸点）については以下の手法で推算した値を使用しました。 

1) 引火点の推算 

混合物の引火点は Gaudin ら 3)により検証された Liaw の混合則（式 1）4)を使って推算

しました。 
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ここで、xiは i 成分のモル分率、TFPは混合物の引火点、γi(xi,TFP )は混合物の引火点にお

ける成分 iの活量係数、Psat,i(TFP)は混合物の引火点における i成分の蒸気圧、PsatFP,iは成分

iの単一成分での引火点における蒸気圧です。 

活量係数γi(xi,TFP )はUNIFACグループ寄与法 5)により見積もりました。蒸気圧は Antoine

定数 6)を使って計算しました。 

成分が液体以外であっても、引火点を持つ場合は計算に加えました。引火点を持たない

成分、並びに最低の引火点を持つ成分の沸点よりも高い引火点を持つ成分については、最

低の引火点を持つ成分の沸点を、前述の成分の引火点として代用しました。これは、最も

引火性の高い（引火点が最も低い）成分の沸点を超えた温度では、その成分が全量気化し

て引火爆発の危険が発生することを考慮した、安全サイドの措置です。なお、成分同士の

反応やハロゲン等の消炎作用などは考慮していません。 

2) 沸点の推算 

 混合物の沸点は式 2で算出される混合物蒸気圧が大気圧となる温度を使用しました。 
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〇皮膚腐食性／刺激性＆眼に対する重篤な損傷性／眼刺激性 

 強酸／強アルカリ、区分 1 の無機物／界面活性剤／アルデヒド類／フェノール類に該当

する成分を所定量以上含む場合は、「加成方式が適用できない成分を含む」ケースとして処

理を行います。成分が強酸／強アルカリに該当するかどうかは、Gmiccs 収録リストの pH

情報以外に pKa でも判断しています。また、無機物／界面活性剤／アルデヒド類／フェノ

ール類の判断については、環境省の化学物質情報検索支援システム「ケミココ」7)での検索

結果を利用させていただきました。 

 

〇水生環境有害性 短期（急性） 

 LC50または EC50の情報がある成分については、栄養段階ごとの評価は行わず、3つの

栄養段階の LC50 または EC50 のうち、もっとも小さい値（毒性が高い値）を採用しまし

た。 

 

〇水生環境有害性 長期（慢性） 

 NOEC の情報がある成分については、栄養段階ごとの評価は行わず、3 つの栄養段階の

NOEC のうち、もっとも小さい値（毒性が高い値）を採用しました。また、加算式適用の

際、急速分解性のある成分の NOEC については 0.1 を乗ずることで、毒性を 10 倍に見積

もりました。これにより急速分解性有り(RD)に換算した混合物のNOECが算出されるため、

RD成分の毒性乗率と合わせて、区分判定を行いました（※）。 

 

※ この判定方法が NITE-Gmiccs に準拠していることを経済産業省に確認しました。その際、「事業者向

けGHS分類ガイダンス」のp.322に掲載されている計算例にある「急速分解性がない成分に対して 0.1 

の係数をかけて算出していることから、急速分解性がある場合の基準にてらして・・・」にも合致し

ているとの情報を頂きました（2022年 3 月 2 日）。 

 

〇注意書きの絞り込みについて 

 ラベルの注意書き、すなわち「安全対策」「応急措置」「保管」「破棄」に記載する内容に

ついては、文献 8の「【別紙】注意書きフレーズの絞り込みについて（210401更新版）」に

基づき、「レベル１（最小限の注意書き）」「レベル２」「レベル３」「レベル４（最大限の注

意書き）」の順で注意書きの内容が多くなるようにしています。通常はレベル２を選択する

ようにして下さい。 
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